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「教職論」の展開と受講生の反応の分析 
 


























































































  「日本と外国の教科教育の考え方」では、OECD が策定した、コンピテンシーの概念、定
義されたキーコンピテンシーの考え方と日本の教育との違い、社会構成主義の教育理論な
どを理解させる。 











私が最も影響を受けた教師である。21 名中 16 名が中学校または高等学校の時の所属部活動



































が 16 名、クラスの団結が強まったことに関心を持った学生が 8 名、担任の細かい配慮に関


















人に対応した授業展開を行っている場面を挙げたものが 3 名であった。 
授業者が、読み取ってもらいたかったことの第一は、やはり、学習の進んだ生徒が、遅れ
ている生徒に教える、学び合い、教え合いの手法が生徒、双方の生徒の学力を高める効果で










③最も言いたいことを 1 行化した副題をつける 
提出された 32 本のレポートの主旨を分類すると次のようになる。最も多いのは予想され
るとおり、自分が指導を受けた部活顧問、担任、教科担当などの教員に大きな影響を受けた
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【資料】 
［1］教員にとって必要な資質と能力…ランキング 
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［2］教職の意義 
















































































もって、また忍耐をもって、また注意深くこれを見守っていかなければならない。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

















































































l 教師は、知識を与える者ではなく、⽣徒の主体的な活動を⽀援する者(instructor → facilitator) 
l 教え合い、学び合い(「学びの共同体」、佐藤学、2000、『授業を変える学校が変わる』、⼩学館) 
l かつての⽇本の教育は、客観主義、実証主義=絶対的な知識(教科書的な知識)を、系統的に教え込む 
 → 新指導要領の「言語活動」=自分の考えをまとめる、発表する、討論する 
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必要なもの 
l 個⼈のコンピテンシー 
l 制度的なコンピテンシー 
l 個⼈のコンピテンシーを、社会
的な⽬標に貢献するために適⽤
すること 
[2]同質的でない集団の中で相互交流する 
l 他⼈とうまく関係を作る 
l チームの中で協⼒し、作業する 
l 対⽴をうまく解決する 
[3]自律的に行動する 
l ⼤きな構想の中で⾏動する 
l ⼈⽣設計と実⾏計画を作って、実施する 
l 権利、利益、限界、ニーズを擁護したり主張した
りする 
